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盛
訳
出
の
横
議
じ

年

のンイb 匂田園曲

〆宮島

主
催
者
挨
拶
に
式
は
始
ま
り
、
引
き
続

き
、
来
場
の
長
寿
の
皆
さ
ん
を
代
表
し

て
、
小
沼
か
つ
(
八
八
)
さ
ん
(
明
神
町
6

区
)
、
高
柳
も
と
(
八
九
)
さ
ん
(
角
二
の

お
二
人
に
、
町
長
か
ら
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
、
来
賓
の
郡
祐

一
参
議
院
議
員
、
小
幡
五
朗
県
議
会
議

員
、
加
藤
清
前
大
洗
町
長
の
三
人
の
大

洗
町
名
誉
町
民
を
は
じ
め
、
深
作
重
雄

町
議
会
議
長
、
大
火
口
巌
町
高
年
者
ク
ラ

ブ
連
合
会
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
第
一

部
を
閉
会
、
第
二
部
の
演
芸
に
入
り
ま

l
v
h
~
。
演
芸
で
は
、
中
川
歌
春
門
下
に
よ
る

等
曲
(
変
奏
曲
荒
城
の
月
・
黒
田
節
な

り

敬
老
の
日
を
翌
日
に
ひ
か
え
た
去
る

9
月
日
目
、
新
装
な
っ
た
大
洗
丈
化
セ

ン
タ
ー
で
の
初
の
敬
老
会
が
盛
大
に
開

寵
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
定
刻
の
叩
時
に
は
昨
年
よ

り
二

O
O
名
も
多
い
一
、
三
五

O
名
の
お

年
寄
り
の
皆
さ
ん
が
来
場
さ
れ
、
一
第
一
部

の
式
典
に
入
り
ま
し
た
。
竹
内
町
長
の

ど
3
曲
)
や
、
郷
土
歌
手
浜
久
美
子
き

ん
を
中
心
に
本
場
磯
節
保
存
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
民
謡
・
民
舞
(
磯
節
・
大
漁

節
な
ど
6
曲
)
、
過
臼
開
催
さ
れ
た
文

化
セ
ン
タ
ー
落
成
記
念
カ
ラ
オ
ケ
大
会

上
位
入
賞
者
(
江
戸
伸
好
さ
ん
外
4
名
)

に
ビ
ク
タ
l
専
属
の
浜
久
美
子
さ
ん
が

ゲ
ス
ト
出
演
し
た
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
シ
ョ

ウ
、
更
に
は
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
よ

る
敬
老
芸
能
発
表
会
等
々
が
あ
り
、
豪

華
な
会
場
で
盛
沢
山
の
演
芸
に
皆
さ
ん

時
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
館
内
ロ
ピ
ー
で
は
高
齢
者
の

作
品
展
示
会
も
催
さ
れ
、
大
洗
町
連
合

婦
人
会
的
名
の
方
の
奉
仕
に
よ
る
湯
茶

の
接
待
な
ど
で
、
く
つ
ろ
ぎ
の
場
が
提

供
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
敬
老
会
に
先
立
つ
日
目
に
は
、

町
内
卯
歳
以
上
の
長
寿
者
の
う
ち
佐
藤

吉
太
郎
(
九
七
)
さ
ん
(
大
貫
蔵
前
l
区
)

外
叩
名
の
ご
家
庭
を
竹
内
町
長
が
表
敬

訪
問
し
、
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

長
寿
者
の
み
な
さ
ん

勧
進
元

昭和57年9月15日現在

大
洗
町
在
住
の
八
八
歳
(
米
寿
)
以

上
の
方
を
相
撲
の
番
付
表
に
な
ら
っ
て

「
長
寿
者
番
付
表
」
を
つ
く
っ
て
み
ま

し
た
。
(
敬
称
略
)

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

九一
一

曜
和
五
十
七
年
慶
大
洗
長
寿
番
付

品探

検
綱
四
一
丁
目
え
求
あ
さ
九
七
オ

蚤
議
中
出
伯
環
片
作
品
さ
九
七
オ

大
商
品
吋
良
両
沢
あ
き
九
五
万

可
祝
町
、
小
川
純
一
一
部
九
害

警
議
萩
自
菅
原
ま
す
九
エ
オ

周
永
者
五
井
小
々
を
オ

関
脇
脅
葉
小
野
議
よ
て
き
オ

司
南
一
小
野
事
与
九
一
庁

司
寺
一
金
川
よ
み
芳
次
訴
月
九
五

周
髭
ハ
念
式
壮
麗
パ
ま
す
九
一
方

品
開
頭
糸
町
主
月
ゐ
マ
ヴ
九
O

万

司
、
神
?
犬
同
哲
氏
て
い
九
o
オ

肯
叫
詩
吟
関
殺
さ
く
を
芳

明
司
髪
ニ
ニ
、
代
て
め
九
0
1

司
、
水
町
和
司
て
め
ま
才

問
問
湖
、
押
川
町
小
沼
た
け
の
九
0
1

同

永

?

小

泉

き

し

九
O

才

同
久
谷
川
探
時
休
つ
ね
へ
九
才

略
キ
査
大
多
ふ
〈
へ
九
万

碕
寺
釜
表
、
4
み
つ
ヘ
九
方

十
両
翠
町
え
清
水
ウ
メ
ヘ
八
オ

Z
小
笠
も
で
ヘ
ヘ
才

一7
田
宮
靖
歪
門
へ
八
方

新
町
神
み
さ
八
言

明
神
町
桂
藤
あ
さ
八
ヘ
才

響
町
曾
由
』
氷
八
八
方

北
清
水
鈴
木
、
執
卓
也
ヘ
ヘ
オ

会

沃

ム

-Yよ
L
八八オ

古
吋
渡
米
川
て
ぬ
へ
〈
方

自
主
玄
犬
昔
ハ
ふ
く
八
八
オ

同同同同向同同同司

大

洗

町

審
横
綱
鼠
主
佐
藤
支
却
を
ズ

奮
議
宮
川
崎
あ
き
九
主

大
筒
新
町
桧
占
助
七
九
四
オ

同

21m笠
尾
行
九
主

張
果
関
寺
、
全
日
平
認
は
る
を
オ

司
況
で
犬
雪
パ
金
支
九
芽

関
脇
襲
五
卓
司
水
〈
ま
丸
一
方

南

ま

界

キ

ミ

九

一

万

河
務
、
釜
鈴
木
、
，
ず
み
九
若

南
守
右
越
呂
吠
掛
か
つ
九
O
芳

品
川
川
頭
寺
釜
鴎
占
ょ
、
吋
ノ
わ
O

万

司

王

循

大

谷

み

品

九
O

才

司

会

小

泉

新

東

九

。

万

雨
期
神
町
十
ゑ
い
そ
ル
o

オ

時
子
宮
町
政
本
か
お
な
才

司
器
江
川
え
さ
よ
九
0
1

碍
有
一
高
知
叶
も
て
先
方

向

警

伊

藤

な

つ

八

九

方

向

崎

川

川

百

久

t
f

尺
帯
音
入
者

可
碧
町
二
根
本
、
フ
め
へ
八
才

品
1

南
明
神
町
小
活
か
つ
八
八
才

河
新
町
二
成
時
吋
ま
つ
八
八
万

よ
お
光
由
は
る
八
八
オ

書
役
雨
雲
じ
ま
O

へ主

主
人
呂
査
え
郎
八
八
万

四
川
神
町
、
小
松
崎
て
く
八
八
オ

苫
有
求
前
川
て
る
八
〈
才

長
愛
来
刈
ろ
く
へ
八
オ

金
沢
苓
藤
加
え
部
八
八
オ

司司同i司同同司
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山
右
下
喜
久
一
、
村
田
あ
き

佐
々
木
さ
だ
こ
、
塚
本
輝
子

宮

崎

弘

、

田

山

武

夫

関

口

久

子

、

小

倉

遥

渡

辺

み

つ

、

関

根

マ

チ

沼

山

綱

男

、

繰

川

清

治

福

沢

直

美

、

石

泊

ち

ょ

稲

野

辺

美

代

、

加

藤

邦

行

井

上

筒

、

江

橋

四

郎

佐

藤

智

、

石

崎

き

ん

0
3年
連
続
健
康
家
庭

黒

田

正

、

今

井

堅

也

小

杉

次

男

、

白

土

キ

ヌ

山

崎

多

加

江

、

田

崎

藤

大

越

シ

モ

、

深

谷

ふ

じ

江

江

橋

一

郎

、

佐

藤

み

よ

子

島

田

み

さ

を

、

市

毛

ち

ょ

小

野

瀬

よ

ね

、

高

須

源

。2年連
続
健
康
家
庭

関

根

は

な

、

藤

田

静

江

上

沢

英

男

、

清

宮

庄

一

小

島

二

郎

、

両

角

干

浪

川

上

か

ね

、

大

橋

フ

サ

ノ

川

崎

大

次

郎

、

浅

野

寛

兼

川

健

次

、

加

藤

す

ず

ト

部

き

み

、

大

賞

和

坂

尾

昇

彦

、

大

震

英

雄

長
我
部
芳
雄
、
小
野
瀬
す
い

米

川

善

男

。i年健
康
{
丞
旋

兼

子

誠

士

、

藤

島

武

照

沼

佑

孔

、

会

沢

拾

一

ニ

茨
城
満
夫
、
小
松
崎
拾
次
郎

関

沢

芳

子

、

谷

田

部

昭

喜こびの受賞者のみなさん

中

野

進

、

橋

本

と

み

松

下

む

つ

、

関

根

弘

石

井

と

め

、

堀

江

フ

ミ

イ

高

梨

と

よ

、

大

津

文

次

郎

石

崎

栄

、

高

橋

金

次

郎

斉

藤

武

夫

、

小

林

三

郎

水

野

正

義

、

大

内

福

松

窪

問

祐

一

、

遅

塚

秋

雄

藤

井

達

雄

、

竹

島

堅

議

平

沼

フ

ミ

、

梶

尾

馨

林

寛

、

横

松

与

市

鈴

木

て

い

、

菊

池

多

満

川

崎

徳

次

、

大

足

静

江

碍

根

啓

助

、

家

岸

正

秋

山

ち

ゑ

、

鈴

木

一

郎

飛
田
掛
川
一
一
一
郎
、
加
藤
貞
雄

椿

千

代

松

、

高

倉

保

士

飯

島

伸

、

加

藤

一

平

田

部

友

部

と

み

子

、

坂

場

か

ね

川

上

誠

一

、

綿

引

よ

し

久
保
木
健
議
、
森
田
辰
五
郎

宇

野

沢

一

雄

、

平

沼

義

光

川
崎
重
一
一
一
、
藤
枝
忠
行

田

所

栄

吉

、

秋

山

崩

泰

丸

山

金

議

、

宇

野

イ

ツ

子

米米菅沼橘

)11 )11谷田

信政由

雄米夫雄主ま

郡石米間関
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芝米満 し
E力本男衛ん

悌
用
部
門
出
は

原
子
力
の
自
で
す

原
子
力
の
一
平
和
利
用
の
推
進
の

一
た
め
に
、
ひ
ろ
く
国
民
の
皆
さ
ん
一

に
涼
子
力
に
つ
い
て
の
深
い
理
解
一

…
と
認
識
を
い
た
だ
こ
う
と
、
毎
年
、
一

四
月
刊
山
日
を
か
原
子
力
の
日
々
と
一

一
定
め
ま
し
た
。

こ
の
日
が
選
ば
れ
た
の
は
、
我
一

一
が
留
が
国
際
原
子
力
機
関
に
加
盟
…

一
を
決
定
し
た
日
が
、
昭
和
国
年
目
.

月
日
山
日
で
あ
り
、
ま
た
、
日
本
原
・

一
子
力
研
究
所
で
我
が
国
初
め
て
の
…

一
原
子
力
に
よ
る
発
篭
に
成
功
し
た
一

…
の
が
、
昭
和
泊
年
日
月
話
回
で
あ
一

一
る
か
ら
で
す
。

私
達
は
話
し
合
い
を
通
じ
て
、
お
互

い
に
相
手
を
尊
重
し
、
相
手
の
立
場
を

理
解
す
る
よ
、
つ
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
最
近
で
は
自
己
の
権
利

の
み
を
主
張
し
て
、
他
人
の
こ
と
を
考

え
な
い
と
い
う
、
自
己
中
心
的
な
考
え

や
行
動
に
よ
り
人
権
が
侵
害
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
相
当
あ
り
ま
す
。

人
権
は
、
自
己
と
同
様
他
人
に
も
等

し
く
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

お
互
い
に
理
解
し
合
っ
て
明
る
い
社
会

を
築
き
ま
し
ょ
う
。

《
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
》

人
権
に
関
す
る
こ
と
で
、
回
り
ご
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
大
洗
町
人
権
擁
護
委

員
に
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
の
内
容
は
、
秘
密
に
扱
っ
て
い

ま
す
。大
洗
町
人
権
擁
護
委
員
(
敬
称
略
)

小
野
瀬
奉
作
盟
6
1
6
0
2

大
洗
町
大
賞
町
二
八
一

高

木

一

郎

官

7
2
3
2
4

大
洗
町
磯
浜
町
二
五
三

田

口

茂

宮

7
1
6
5
4
2

大
洗
町
神
山
町
九
二
一

「
法
の
日
」
週
間
は
じ
ま
る

間
月

1
日

l
m月
7
日

山
月
1
日
か
ら
「
法
の
臼
」
週
間
に

入
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
法
の
尊
重
、

基
本
的
人
権
の
擁
護
、
社
会
秩
序
の
確

立
の
精
神
の
高
揚
、
更
に
は
、
法
の
支

配
の
重
要
性
が
国
民
の
一
人
一
人
に
浸

透
さ
れ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
制
定
さ

れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
因
ん
だ
行
事
が

全
国
各
地
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

法
ま
も
る
心
が
築
くよい
社
会

中
学
校
選
抜
野
球
大
会
に
出
場
し
て

去
る
8
月

6
nか
ら
日
日
ま
で
、
第

7
田
茨
城
県
中
学
校
選
抜
野
球
大
会
が

県
営
球
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
本
校

も
昨
年
来
の
戦
績
が
認
め
ら
れ
出
場
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

試
合
は
優
勝
候
補
の
城
南
市
?
と
あ
た

り
惨
敗
し
ま
し
た
が
、
今
後
の
た
め
に

非
常
に
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
チ

i
ム
は
、
こ
れ
と
云
っ
た

選
手
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
全
員
が

一
丸
と
な
っ
て
助
け
合
い
、
励
ま
し
あ

い
、
ま
た
き
び
し
い
練
習
に
つ
い
て
い

こ
う
と
す
る
姿
勢
即
ち
野
球
に
対
す
る

心
構
え
が
身
に
つ
い
て
き
た
せ
い
か
、

よ
い
結
果
を
生
み
、
ぞ
れ
が
自
信
に
つ

な
が
っ
て
い
っ
た
主
つ
に
怠
わ
れ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
点
が
数
多
く
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
後
輩
の
指
導
に

生
か
し
よ
り
よ
い
伝
統
を
築
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
1
・
2
年
生
は
新
人
戦
を
控
え

練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
が
、
先
輩
の

残
し
た
成
果
(
マ
ナ

i
戦
績
等
)
と
よ

い
糧
と
し
て
精
進
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

土
地
や
建
物
を

売
っ
た
と
き
の
税
金

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
に
は
、

売
却
代
金
か
ら
そ
の
購
入
代
金
な
ど
の

取
得
費
、
売
る
た
め
の
仲
介
手
数
料
な

ど
の
譲
渡
費
用
を
差
し
引
い
た
利
益

(
譲
渡
所
得
と
い
い
ま
す
。
)
に
対
し
て

税
金
が
か
か
り
ま
す
。

譲
渡
所
得
は
、
売
却
し
た
土
地
や
建

物
の
所
有
期
間
が
、
そ
の
年
の
一
月
一

日
に
お
い
て
一

O
年
を
超
え
る
場
合
の

長
期
譲
渡
所
得
と
、
一

O
年
以
下
の
場

合
の
短
期
譲
渡
所
得
と
に
分
け
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
方
法
で
税
額
を
計
算
し

ま
す
。長
期
譲
渡
所
得
は
、
一

O
O万
円
の

特
別
控
徐
を
差
し
引
い
た
後
の
金
額
が

四
0
0
0万
円
以
下
の
場
合
二

O
パ
ー

セ
ン
ト
の
税
金
が
か
か
り
ま
す
が
、
四

稔

南
中
野
球
部
長

富

田

一
家
そ
ろ
っ
て
皆
健
康
、
何
ん
て
し

あ
わ
せ
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

去
る
9
同
月

H
日
、
健
康
家
庭
の
表
彰

式
が
、
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
洗
町
田

民
健
康
保
険
加
入
者
で
一
回
も
お
医
者

さ
ん
に
か
か
ら
ず
、
し
か
も
保
険
税
は

納
期
内
に
完
納
さ
れ
た
優
良
家
庭
が
対

象
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

表
彰
式
は
、
健
康
家
庭

m世
帯
(
過

去
4
年
連
続
家
庭
沼
世
帯
・

3
年
間
M

世
帯
・

2
年
間
四
世
帯
・

1
年
間
回
世

帝
)
に
竹
内
町
長
か
白
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ご
家
庭
の
健
康
を
た
た
え

ら
れ
ま
し
た
。

3
年
以
上
の
連
続
健
康
家
庭
の
中
に

は
刊
歳
以
上
の
お
年
寄
り
が
7
人
も
お

り
、
そ
の
一
人
に
健
康
の
秘
訣
を
お
う

か
が
い
し
た
と
こ
ろ
、
い
つ
も
よ
く
体

を
動
か
し
て
一
二
度
の
食
事
を
き
ち
ん
と

摂
り
、
く
よ
く
よ
せ
ず
早
寝
早
起
き
を

励
行
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
毎
臼
を
健
康
で
お
幸
せ
に

過
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

健
康
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。
健
康

な
毎
日
を
送
る
た
め
、
疲
労
を
と
り
去

り
、
十
分
な
睡
眠
と
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
、
そ
れ
に
自
分
の
体
力

に
あ
っ
た
運
動
を
常
に
心
が
け
る
よ
う

に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
家
庭
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で

す。0
4年
連
続
健
康
家
庭
(
敬
称
略
)

大

川

島

一

、

大

川

な

お

部
活
動
を
お
え
た
3
年
生
は
、
今
後

呂
擦
の
進
路
に
向
っ
て
努
力
し
て
い
く

わ
け
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
鍛

え
た
た
く
ま
し
い
心
、
身
体
を
充
分
生

か
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
部
活

動
の
目
標
で
あ
る
と
も
い
え
る
わ
け
で

す
。
終
り
に
こ
の
選
抜
野
球
大
会
に
出

場
す
る
に
際
し
て
町
長
さ
ん
初
め
父
兄

の
皆
さ
ん
の
心
か
ら
な
る
応
援
を
い
た

だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た。0
0
0万
円
を
超
え
ま
す
と
、
他
の
所

得
と
総
合
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

短
期
譲
渡
所
得
に
は
一

O
O万
円
の

特
別
控
除
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
長
期
譲

渡
所
得
の
場
合
と
比
べ
て
税
額
も
多
く

な
り
ま
す
。

な
お
、
自
分
が
往
ん
で
い
る
家
屋
と

そ
の
敷
地
を
売
っ
た
と
き
や
、
収
用
対

象
事
業
の
た
め
に
土
地
な
ど
を
売
っ
た

と
き
に
は
、
一
一
一
0
0
0万
円
の
特
別
控

除
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
税
務
署
・
税
務
相
談
案

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
¥
ノ

盗
事
一
時

仁
機
(

h
恥を

健
康
こ
そ
最
高
の
幸
せ
で
す
が
一
般
に
年
を
と
る
と
病
気
に
か
か
り
ゃ
す
く
、

ま
た
気
力
や
体
力
の
お
と
ろ
、
え
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
老
化

を
遂
ら
せ
る
に
は
ど
つ
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
に
は
自
分
自
身
の
体
調
に

あ
わ
せ
て
、
体
や
顕
を
使
う
よ
う
な
毎
日
の
生
活
を
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
精
神
的
肉
体
的
過
労
を
さ
け
る

イ
ラ
イ
ラ
、
く
よ
く
よ
し
な
い
、
適
度
の
軽
い
運
動
で
気
分
転
換
を
早
く

し
て
過
労
を
蓄
積
さ
せ
な
い
こ
と
。

②
謹
を
使
お
う

脳
を
使
っ
て
い
れ
ば
肉
体
よ
り
衰
え
が
お
そ
い
の
が
ふ
つ
う
で
す
。
仕
事

を
つ
づ
け
る
こ
と
、
趣
味
を
も
つ
こ
と
な
ど
が
大
切
で
す
。

③
新
聞
や
本
を
読
も
う

毎
日
の
世
の
中
の
動
き
を
知
り
、
関
心
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

④
腹
8
-分
自
に
し
よ
う

塩
か
ら
い
も
の
、
甘
い
も
の
、
刺
激
の
強
い
も
の
は
で
き
る
だ
け
ひ
か
え

め
に
。

⑤
湾
は
ひ
か
え
、
た
ば
こ
は
や
め
よ
う

酒
は
良
質
の
も
の
を
お
つ
ま
み
と
一
緒
に
少
量
を
、
た
ば
こ
は
紡
や
心
臓

に
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

⑥
快
眠
快
便
に
心
が
け
よ
う

よ
く
眠
り
そ
し
て
セ
ン
イ
の
多
い
野
菜
を
と
っ
て
快
便
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑦
若
い
人
と
の
接
触
に
心
が
け
よ
う

精
神
の
若
返
り
は
肉
体
に
も
お
よ
び
ま
す
。
若
者
と
の
話
合
い
や
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
に
は
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

老
化
は
自
ら
の
努
力
で
か
な
り
紡
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に

関
心
を
ょ
せ
、
ま
わ
り
の
人
々
と
の
交
流
も
積
極
的
に
す
す
め
て
い
き
ま
L
ょ
う
。

臼
頃
の
健
康
民
頃
の
努
力

だ
れ
も
が
心
が
け
た
い
健
康
十
割

l
、
少
肉
多
菜

肉
だ
け
食
べ
ず
野
菜
も
た
く
さ
ん

き
〈

2
、
少
塩
多
酢

塩
味
、
っ
す
く
酢
の
物
で

そ

3
、
少
食
多
艶

腹
八
分
自
の
回
一
一
且
を
よ
く
か
ん
で

4
、
少
糖
多
果

甘
い
菓
子
よ
り
果
物
を

5
、
少
棄
多
歩

車
に
乗
ら
ず
ま
ず
歩
く

6
、
少
衣
多
浴

薄
着
に
な
っ
て
お
日
様
あ
ぴ
る

7
、
少
癒
多
眠

く
よ
く
よ
せ
ず
よ
く
ね
む
る

8
、
少
尉
多
笑

笑
い
は
憤
り
を
ふ
き
と
ば
す

9
、
少
欲
多
一
昨

人
に
施
し
心
豊
か
に

問
、
少
叡
多
行

口
で
一
首
う
よ
り
ま
ず
動
く

老

化

を

跡

内

¥

(
俳
人
横
井
也
有
・
長
寿
十
訓
よ
り
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明司

去
る
8
月
幻
自
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ

ー
会
議
室
で
昭
和
昨
年
度
町
政
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
目
、
日
頃
町
政
に
御
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
町
内
会
長
・
区
長
・
納

税
組
合
長
の
皆
さ
ん
約
別
名
が
出
席

し
、
定
刻
、
竹
内
町
長
の
町
政
の
概
要

に
つ
い
て
の
説
明
で
会
議
が
始
ま
り
、

引
き
続
き
、
港
湾
繋
備
の
計
画
と
現
況
、

葬
儀
の
簡
素
化
の
再
確
認
等
の
問
題
に

つ
い
て
担
当
課
長
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
あ
と
、
質
問
・
意
見
・
要
望

等
に
つ
い
て
の
御
発
言
を
求
め
ま
し
た

が
、
深
い
関
心
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
だ

らあ主宰お

け
に
、
港
湾
整
備
、
道
路
繋
備
、
国
民

年
金
、
閲
覧
板
等
町
政
に
係
る
貴
重
な

ご
意
見
等
が
続
出
し
、
時
間
の
経
過
も

早
き
を
感
じ
る
大
変
有
意
義
な
懇
談
会

と
な
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
回
覧
板
に
つ
い
て
の
御

意
見
で
は
、
①
文
章
の
簡
略
化
、
②
配

布
の
繁
雑
化
、
の
2
点
に
つ
い
て
御
指

摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
即
刻
、
内

部
協
議
の
結
果
ご
承
知
の
と
お
り
、
従

来
の
各
課
の
回
覧
を
一
括
し
て
週
報
に

纏
め
、
回
覧
形
式
に
よ
り
町
民
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

(3)第130号

若
人
の
熱
血
た
ぎ
る
夏
の
甲
子
菌
、

第
倒
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大

会
に
、
本
県
を
代
表
し
て
県
立
鉾
回
第

一
高
等
学
校
が
出
場
し
、
強
豪
広
島
商

高
を
相
手
に
中
盤
ま
で
押
し
に
押
し
ま

し
た
が
、
健
闘
及
ば
ず
惜
敗
し
た
こ
と

は
皆
様
の
気
憶
に
ま
だ
新
ら
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
チ
l
ム
の
主
力
メ
ン
バ
ー
の
一

人
と
し
て
活
躍
し
た
当
町
の
弦
巻
正
人

遊
撃
手

(
3
年
)
〔
明
神
町
日
の
2〕

が
、
去
る
8
月
叶
品
目
、
竹
内
町
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

町
長
室
で
は
、
母
親
の
カ
ヨ
子
さ
ん

と
一
諸
に
小
・
中
・
高
校
で
の
野
球
生

活
の
話
、
甲
子
留
で
の
対
広
島
商
高
戦

の
話
な
ど
、
終
始
野
球
談
議
に
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。

ボ

21 
た:ヱ
キゾ
トャム

九霊
長五

世
界
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
創
立
七
十
五

周
年
・
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
創
立
六

十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

「
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
は
よ
り
よ
い
世
界

を
築
く
効
け
と
な
る
L

を
テ
!
?
に
、

茨
城
県
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
編
成
さ
れ
ま

し
た
。当
町
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
洗
第
l

団
(
匝
委
員
長
坂
本
信
さ
ん
・
団
員
活

名
)
も
こ
れ
に
参
加
し
、
去
る
8
月
初
一

日
に
、
ス
カ
ウ
ト
運
動
に
対
す
る
町
民

の
皆
様
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
自

転
車
に
よ
る
ス
カ
ウ
ト
シ
ン
ボ
ル
旗
め

キ
ャ
ラ
バ
ン
パ
レ
ー
ド
を
行
な
い
ま
し

た。
午
前
日
時
、
役
場
庁
舎
玄
関
前
に
竹

内
町
長
を
は
じ
め
関
係
者
の
出
迎
、
え
る

中
を
、
勝
田
市
か
ら
勝
沼
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
却
名
の
隊
員
に
よ
り
運
ば
れ
た
シ

ン
ボ
ル
旗
を
受
け
継
ぎ
、
大
洗
第
一
回

泣
名
の
団
員
が
整
然
と
隊
列
を
組
み
、

関
係
者
の
激
励
と
見
送
り
を
あ
と
に
次

の
呂
的
地
の
水
一
戸
市
に
向
け
て
、
元
気

よ
く
ベ
タ
ル
を
踏
ん
で
出
発
し
、
沿
道

で
も
励
し
の
喝
釆
を
浴
て
い
ま
し
た
。

λて
プ¥l

よト
¥11;(.' 
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県
民
総
合
体
育
大
会
・
第
m
U

屈
東
茨

城
郡
地
方
大
会
が
、
去
る
6
月
加
白
か

ら
7
月
4
日
迄
の
間
の
各
日
曜
日
に
、

郡
内
の
各
会
場
で
一
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
勤
労
青
年
が
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
、
相
互
の
友
好
親
善
を
深

め
健
康
な
地
域
社
会
作
り
に
寄
与
す
る

こ
と
を
尽
的
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、

本
町
か
ら
別
人
の
選
手
の
皆
さ
ん
が
同

種
尽
に
参
加
し
、
総
合
一
二
位
に
入
賞
す

る
活
躍
を
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
今
年
発

足
し
た
ば
か
り
の
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ

ブ
が
他
町
村
の
強
豪
を
相
手
に
一
戦

一
戦
も
の
に
し
、
初
出
場
初
優
勝
の
大

き
な
栄
冠
を
手
に
し
た
こ
と
で
す
。

こ
の
ほ
か
の
優
勝
種
目
は
次
の
と
お

り
で
す
。

。
団
体
優
勝
種
目

。
パ
ト
ミ
ン
ト
ン

O
柔

道

0
弓

道

。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
(
女
子
)

な
お
、
優
勝
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
(
女
子
)
は
、
去
る
8
口バ

m
aに
笠

松
運
動
公
闘
で
開
催
さ
れ
た
県
大
会
に

出
場
し
、
見
事
第
三
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
選
手
の
皆
さ
ん
、
ご
健
闘
倒
ご
苦
労

様
で
し
た
。

初
優
勝
に
喜
ぶ

パ
ト
ミ
ン
ト
ン
選
手
た
ち

大
洗
の
観
光
に
一
役

嵐
景
窓
画
@
大
洗
美
術
館

こ
の
ほ
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
美
術
館
が
当

町
に
オ
ー
プ
ン
、
町
を
訪
れ
る
観
光
客

や
美
術
愛
好
家
の
臼
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
す
。こ
の
美
術
館
は
「
風
景
窓
画
・
大
洗

美
術
館
」
(
榎
本
英
輔
館
長
)
ホ
テ
ル

海
側
の
客
室
を
改
造
し
た
捌
ぽ
の
美
術

館
で
す
。
当
館
の
ご
自
慢
は
、
制
号
特
製
金
縁

に
閉
ま
れ
た
風
景
窓
閥
、
ガ
ラ
ス
の
カ

ン
バ
ス
に
描
き
出
さ
れ
る
の
は
大
洗
の

海
と
神
磯
の
鳥
居
の
風
景
、
ま
る
で
名

闘
を
み
る
よ
、
つ
で
す
。

こ
の
間
胤
且
一
京
窓
顕
を
メ
イ
ン
に
、
明
治

部
年
那
珂
川
の
沿
岸
風
景
を
描
い
た
渋

沢
秀
雄
の
「
明
治
ふ
れ
あ
い
の
と
き
わ

路
」
・
須
藤
初
雄
の
「
沼
沼
川
の
ほ
と

り
」
・
故
小
又
光
「
久
慈
の
清
流
」
等

の
絵
画
に
日
本
工
芸
「
押
絵
」

⑦ 

結
核
に
ご
注
意

一
こ
の
ご
ろ
、
結
核
が
多
く
な
っ
て

一
き
ま
し
た
。
特
に
大
洗
町
に
多
い
よ

一
う
に
恩
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
い

一
ろ
い
ろ
原
困
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
結
核
は
こ
わ
く
な
い
病
気
だ
と
怠
わ

一
れ
て
い
る
の
も
、
一
つ
の
原
田
で
じ

中
よ
、
つ
。

一
た
し
か
に
、
結
核
で
死
ぬ
人
は
少

一
く
な
っ
て
、
癌
だ
と
か
心
臓
病
な
ど

一
が
表
面
に
出
て
い
ま
す
が
、
結
核
患

一
者
の
数
は
、
す
こ
し
も
減
っ
て
い
な

一
い
の
で
す
。

一
そ
し
て
、
結
核
と
い
う
病
気
の
閣

一
る
事
は
、
他
の
人
に
伝
染
す
る
事
と

一
治
る
ま
で
に
永
く
か
か
る
事
で
す
。

一
あ
と
一
つ
困
る
事
に
は
、
自
覚
症
状

一
が
無
い
事
で
、
昔
な
ら
微
熱
だ
と
か

一
軽
い
せ
き
が
出
る
な
ど
と
き
口
い
ま
し

「
浮
世
絵
」
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す。関陣鞘学鞭{輔1曹覧金
@テーマ f人間居住・環境と科学技術J

@開催地主宮城県筑誼研究学阻都市

@鯖擢期間昭和60年3月17日-9月16日

( 6ヶ月間)
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会場面積。 約l∞ヘクタール
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@規

た
が
、
そ
れ
は
相
当
悪
く
な
っ
て
か
一

ら
の
事
で
、
初
め
に
は
何
も
症
状
が
一

あ

り

ま

せ

ん

。

一

結
核
を
発
見
す
る
の
に
は
、
レ
ン
…

ト
ゲ
ン
検
査
を
行
う
よ
り
他
は
あ
り
一

ま
せ
ん
。
一
年
に
一
回
以
上
検
診
を
一

受
け
て
い
ま
す
か
?
あ
な
た
は
、
い
…

つ
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
っ
た
で
し
ょ
う
一

一

か
?特に
、
精
尿
病
の
あ
る
入
や
、
回
同
一

の
手
術
を
し
た
人
、
老
人
の
方
に
結
一

核
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一

気
管
が
悪
い
と
か
、
場
怠
で
あ
る
一

と
か
、
さ
っ
て
い
な
い
で
、
進
ん
で
一

胸
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
り
ま
し
ょ
う
。
一

自
分
の
た
め
に
も
他
人
の
た
め
に
も
。
一

〔
大
洗
医
師
会
・
提
供
)
一

世一
。
こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
伊

国
民
年
金
は
皆
き
ん
が
年
を
と
っ
た
と
き
や
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
ワ

た
と
き
、
あ
る
い
は
不
幸
に
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
な
ど
に
は
、
本
人
や
遺

族
の
方
に
、
年
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
な
し
く
み
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
年
金
は
、
物
価
の
上
昇
に
よ
り
増
額
さ
れ
ま
す
の
で
、
将
来
、
目

減
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
あ
な
た
が
次
の
い
ず
れ
か
を
該
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ら
、
で

き
る
だ
け
阜
く
役
場
年
金
係
ま
で
お
い
で
に
な
っ
て
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

O
考
齢
年
金

保
険
料
を
二
十
五
年
(
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
は
年
鈴

に
応
じ
て
二
四
年
か
ら
一

O
年
ま
で
に
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
)
以
上
納
め
た

人
が
、
六
五
歳
に
な
っ
た
と
き
。
(
六

O
歳
か
ら
繰
上
げ
請
求
で
き
る
)

O
通
算
老
齢
年
金

国
民
年
金
と
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
に
加
入
し
て
い
た
期
間
を
合
わ

せ
て
二
十
五
年
(
年
齢
に
応
じ
て
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
)
以
上
納
め
た
人

が
、
六
五
歳
に
な
っ
た
と
き
。

O
障
害
年
金

最
近
の
一
年
{
厚
生
年
金
や
共
済
檎

ζ
1
f
'峠
切
U
刈
パ
/
/
/

組
合
な
ど
に
加
入
し
た
期
間
も
通
算
一
一
〈
山
内

γ
/

お
夜
ん
J

し
ま
す
)
以
上
保
険
料
を
納
め
て
い
一
離
一
マ
ル
げ
じ
、
ヂ
一
誤

JhiJ
一

る
人
が
、
病
気
や
ケ
か
を
し
て
障
害

J
d
J伊
仁
恵
桝
遊
~

に
な
っ
た
と
き
う
け
ら
れ
る
。

i
l
ρ
j
q
p
¥

i
'
'
F
S
、、、

O
母
子
年
金

/
k

最
近
の
一
年
以
上
保
険
料
を
納
め
て
い
る
妻
が
、
夫
を
な
く
し
て
一
八
歳

未
満
の
子
〈
燈
答
の
子
は
ニ

O
歳
未
満
)
と
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
と
き
に

う
け
ら
れ
る
。

O
準
母
子
年
金

最
近
の
一
年
以
上
保
険
料
を
納
め
て
い
る
祖
母
や
姉
が
、
祖
父
や
父
を
な

く
し
、
一
八
歳
未
満
の
孫
や
弟
妹
(
障
害
の
孫
な
ど
は
こ

O
歳
未
満
)
と
生

活
し
て
い
る
と
き
に
う
け
ら
れ
る
。

O
遺
児
年
金

最
近
の
一
年
月
厚
生
年
金
や
共
済

1
b酔

組
合
な
ど
に
加
入
し
た
期
間
も
通
算
融
喝
司

A
¥斗
j
，
4
Hけ

し
ま
す
)
以
上
保
険
料
、
を
納
め
て
い
輔
開
之
官
輪
車

t
句
』
机

る

父

や

母

が

な

く

な

り

、

十

八

歳

未

舗

十

麟

f

k

l

満
の
子
(
障
害
の
子
は
二
十
歳
悉
例
)
麟
岬
輯
酢

1
〉
ー

だ

け

が

残

さ

れ

た

主

き

。

」

襲

撃

、

(

し

l

o
寡
婦
年
金

老
齢
年
金
を
う
け
る
資
格
の
あ
る
夫
が
、
年
金
を
受
け
ず
に
な
く
な
っ
た

と
き
、
ム
ハ

O
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
の
問
、
十
委
が
、
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

。
死
亡
一
時
金

保
険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
人
が
、
年
金
を
受
け
ず
に
死
亡
し
た
と
き
、

そ
の
遺
族
が
、
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
民
年
金
の
保
険
料
の
第
三
期
分

の
納
期
は
、
刊
月
4
1
日
で
す
。

〈
納
付
書
が
腐
き
ま
し
た
ら
早
く
納
め
ま
し
ょ
う
。
〉
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健
全
財
政
に
努
力

第
三
回
大
洗
町
定
例
議
会
が
、
去
る
9
月
U
Bか
ら
回
目
ま
で
開
催

さ
れ
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
七
つ
の
特
別
会
計
を
含
む
昭
和
田
年
度

の
決
算
が
、
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
一
般
会
計
の
あ
ら
ま
し

昭
和
田
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
に
お
い
て
、
問
、
一
O
八
、
一
一
一
九

八
千
円
、
歳
出
に
お
い
て
、
図
、
O
七
O
、
二
五
六
千
円
で
、
こ
れ
は
前
年
度
決

算
額
と
比
較
し
て
み
る
と
、
歳
入
で
三
六
回
、
四
六
六
千
円
九
・
七
%
、
歳
出
で

一
一
一
六
六
、
五
六
四
千
円
九
・
九
%
と
、
そ
れ
ぞ
れ
増
と
な
っ
て
い
る
。

歳
入
の
財
源
構
成
を
み
る
と
依
存
財
源
が
て
九
O
五
、
一
一
一
一
一
一
一
千
円
で
全
体

の
郎
六
・
四
%
(
前
年
度
問
一
・
六
%
)
、
扇
、
主
財
源
が
一
一
、
二
O
一
一
一
、
二
六
五
千
円

で
五
一
一
一
・
六
%
(
前
年
度
五
八
・
四
%
)
と
な
っ
て
い
る
。

依
存
財
源
の
主
な
る
も
の
は
、
地
方
交
付
税
六
二
二
、
六
四
七
千
円
一
五
・
ニ

%
、
国
庫
支
出
金
四
一
九
、
五
五
九
千
円
一

0
・
二
%
、
県
支
出
金
二
二
六
、
六

五
四
千
円
五
・
五
%
、
な
ど
で
、
前
年
度
に
比
較
す
る
と
三
四
七
、
四
O
O
千
円

ニ
ニ
ニ
二
%
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
地
方
交
付
税
(
前
年
度
比
一
ニ
了
一
%
増
)
に
お
い
て
、
し
尿
処
理

地
設
建
設
に
係
る
事
業
費
補
正
算
入
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
白
、
王
財
源
に
つ
い
て
は
、
税
収
入
が
一
、
五
八
一
二
、
八
一
一
一
八
千
円
で
歳

入
総
額
の
一
ニ
八
・
六
%
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
他
六
一
九
、
四
二
七
千
円
一
五
・
一

%
と
前
年
度
に
比
較
し
て
一
七
、
O
六
六
千
円
で

0
・
八
%
増
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
主
な
歳
入
を
科
目
別
に
み
る
と
、
町
税
は
一
、
五
四
九
、
九
八
三
千
円

で
歳
入
総
額
の
三
七
・
七
%
(
前
年
度
三
八
・
七
%
)
を
占
め
て
お
り
、
前
年
度
と

比
較
す
る
と
一
O
二
、
六
四
七
千
円
七
・
一
%
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
地
方
交
付

税
は
、
六
二
二
、
六
四
七
千
円
(
う
ち
特
別
交
付
税
七
八
、
一
五
二
千
円
)
で
一
五
・

二
%
(
前
年
度
一
二
・
七
%
)
で
あ
り
、
一
四
七
、
七
七
ニ
千
円
三
了
一
%
の
増

で
あ
る
。
国
庫
支
出
金
は
、
四
一
九
、
五
五
九
千
円
の
一

0
・
一
一
%
(
前
年
度
ゴ
一
・
O
%
)

で
、
二
九
、
五
七
七
千
円
六
・
六
%
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

歳
出
を
性
質
別
に
分
析
し
て
み
る
と
、
ま
ず
投
資
的
経
費
が
て
殴
七
八
、
七

七
二
千
円
で
歳
出
総
額
の
三
六
・
O
%
(
前
年
度
三
七
・
二
%
)
を
占
め
て
前
年
度

に
比
較
し
て
一

0
0、
二
八
一
二
千
円
で
七
・
一
一
一
%
の
増
で
あ
る
。
ま
た
、
前
年
度

と
比
較
し
て
伸
び
を
示
し
た
も
の
は
、
補
助
費
等
二
三
四
、
七
六
一
千
円
五
・
八

%
(
前
年
度
六
・
四
%
)
で
伸
ぴ
率
一
一
一
回
・
一
%
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
し

尿
処
理
施
設
建
設
事
業
負
担
金
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
公
債
費
が
一
一
七
六
、
八
八
九
千
円
六
・
八
%
(
前
年
度
中
ハ
・
四
%
)
で

伶
び
率
一
五
・
九
%
、
繰
出
金
二
郎
、
九
三
五
千
円
0
・
六
%
(
前
年
度
0
・一一一%)

で
伸
び
率
一
五
六
・
七
%
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
国
民
健
康
保
険
、
地
方

卸
売
市
場
、
農
業
共
済
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
一
般
財
源
の
充
当
状
況
を
み
る
と
、
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
て
四

七
八
、
七
七
二
千
円
の
執
行
額
に
対
し
五
六
五
、
五
九
六
千
円
で
こ
の
比
率
は
一

般
財
源
総
額
合
二
・
五
%
(
前
年
度
二
四
・
六
%
)
で
あ
り
、
前
年
度
に
比
較
し

て
、
四
八
、
七
一
五
千
円
七
・
九
%
の
減
、
義
務
的
経
費
一
、
九
九
六
、
九
五
八
千

円
に
対
し
て
五
六
九
、
七
五
O
千
円
の
充
当
で
五
九
・
七
%
(
前
年
度
五
八
・
一

%
)
、
前
年
度
に
比
較
し
て
二
七
、
八
三
六
千
円
八
・
一
%
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
他
の
消
費
的
経
費
に
つ
い
て
は
五
九
回
、
五
二
六
千
円
の
執
行

額
に
対
し
四
九
一
一
、
八
八
一
一
千
円
一
八
・
八
%
の
一
般
財
源
充
当
で
前
年
度
に
比

較
し
て
六
0
・
七
回
二
千
円
一
間
・
一
%
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
般
財
源

の
構
成
を
み
る
と
臨
時
的
な
一
般
財
源
八
四
三
、
一
二
三
八
千
円
、
経
常
的
な
一

般
財
源
一
、
七
八
四
、
八
九
O
千
円
で
あ
っ
て
、
臨
時
的
な
一
般
財
源
の
確
保
に

よ
っ
て
投
資
的
経
費
の
執
行
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
た
も
の
で
あ
る
。

労働費

70千円
( -) 

議会費

85，287千円
2.1%) 

〔競出〕

干rJ % 
l∞，910 (2.4) 
52，320 (1.3) 

23，850 (0.6) 

19，952 (0.5) 

16，491 (0.4) 

255 (で)

千円 % 
49，973 (1.2) 

44，700 (l.l) 

38，0∞(0.9) 
33，855 (0.8) 

31，471 (0.8) 

18，538 (0.5) 

16，390 (0.4) 

13，512 (0.3) 

3，864 (0.1) 

2，000 (ー)

363 (ー)

使用料及び手数料

1分担金及ぴ負担金
』繰越金

:1諸収入

i財産収入

:1苦手 附 金

閏庫支出金

419，559千円
(10.2%) 

〔歳入〕

財産収入

寄慰金

繰入金

娯楽施設利用税交付金

地方議与税

自動車取得税交付金

j繰越金
使用料及び手数料

j 交通安全対策特~IJ 交付金

分担金及び負担金

止県支出金

民生費
534，451千丹
(13.1%) 

誇収入

241，074干河
(5.9%) 

土木費

827，126千円
(20.3%) 

(単位:千円)

区 分 最終予算額(A) 決算額(B)

歳 入 4，285，035 4，108，398 

歳 出 4，285，035 4，070，256 

歳入歳出差ヲl 38，142 

ヨ翌年度へ繰越すべき財源 28，601 

笑 質 ヰ主 支

接室主皇室皇室室主II

一鰻会計の決算状況(単位:千円)

決 算 害責 翌年度へ・

ぷ32〉Z、 言十 名 最終予算額 歳 入 (A) 歳 出 (B) 差号i繰越すべ 実質収支

執行率 (A) -(B) 
き財 i原

金 額 収入率 iI 事買

国民健康保検特別会計 1，160，857 1，129，283 97.3 1，036，397 89.3 92，886 92，886 

収主主的
(歳入)297，309 

294，482 99.0 265，969 89.8 28，513 28，513 (歳出)296，076 
水道事業会計 (歳入) 30，313 

資本的 (歳出) 92，998 30，532 100.7 82，245 88.4 ム51，713 ム51，713

収益的
(1奴入) 59，530 

50，467 84.8 46，242 88.9 4，225 4，225 地方卸売市場冷凍 (支出) 52，032 
冷蔵事業会計 資本的 (支出) 7，498 7，165 95.6 ム 7，165 ム 7，165

9・
農業共済事業会計 24，317 22，871 94.1 13，519 55.6 9，352 9，352 

桜道土地区画務理事業会計 155，600 142，870 91.8 149，424 96.0 ム 6，554 ム 6，554

:2:- 王子 委 員 ~ス、 15，787 16，097 102.0 15，162 96.0 935 935 

サイクリンク、ターミナル特別会計 23，041 20，747 90:0 19，718 85.6 1，029 1，029 

特別会計の決算状現

(
一
離
会
計
)

本
建
設
事
業

O
広
報
無
線
放
送
施
設
設
援
事
業
:
:
:
:

親
局

1
局
・
遼
縞
装
置

1
ム
ロ
・
子
局

3
局

O
町
民
会
館
建
設
事
業
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
四
O
六
、
O
一
千
円

(
逓
次
繰
越
額
含
)
昭
和
田
!
日
年
度
継
続
事
業

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
2
階
建
二
、
九
五
一
一
了
九
八
ぽ

O
農
業
排
水
路
整
備
事
業
:
i
a
i
-
-
:
:
・
:
:
:
:
一
、
八
O
四
千
円

八
反
田
地
区
用
水
路
・
磯
浜
た
め
池
余
水
吐

O
農
道
整
備
事
業
・
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
-
一
一
、
二
回
二
千
円

窓
妙
院
地
内
、
臼
中
内
西
地
区
、
サ
メ
ア
ラ
ク
地
内

O
漁
村
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
・
:
j
i
-
-
:
:
一
O
八
、
O
八
O
千
円

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
2
階
建
五
O
九
・
六
八
ぽ

。
中
央
公
民
館
建
設
事
業
:
・

j
i
-
-
:
:
:
一
O
五
、
ニ
ニ
七
千
円

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
2
階
建
一
、
二
三
六
・
八
六
ぽ

。
災
害
復
旧
事
業
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
・
:
二
七
、
六
三
五
千
円

町
道
磯
浜
一
九
一
号
線
外

O
岩
船
山
観
光
道
路
新
設
事
業
:
:
-
j
i
-
-
:
コ
二
、
四
五
O
千
円

延
長
一
二
六
一
一
了
七

m

O
町
道
繋
備
事
業
j
i
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
二
三
五
、
六
二
八
千
円

舗
装
、
排
水
、
移
転
補
償
、
用
地
時
購
入

O
大
洗
港
建
設
事
業
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
一
三
五
、
二
五
八
千
円

大
洗
港
建
設
事
業
負
担
金

O
桜
遂
土
地
区
画
整
理
事
業
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
九
O
、

0
0
0
千
円

(
国
庫
補
助
事
業
)

O
堀
割
地
一
以
一
児
童
公
濁
建
設
事
業
j
i
-
-
:
・
:
:
七
、
一
一
七
五
千
円

遊
呉
施
設
、
水
呑
場
、
植
栽

O
前
原
町
営
住
宅
建
設
事
業
:
:
-
j
i
-
-
:
一
回
一
、
允
七
四
千
円

第
二
種
中
間
層
耐
火
四
階
建
一
棟
回
一
戸
て
O
五
四
・
由
U

集

会

室

一

o
o
u

二
、
八
二
五
千
円

金

o大洗町財政調整基金

(現金)

0大洗町土地開発基金

(不動産)山林

(現金)

o大洗町運動公関建設基金

(現金)

o大洗町国民年金印紙購入基金

(現金) 2，500千円

。大洗町非常勤消防団員に係る公務災害補

償金及び退職報償金支給基金

(現金)

o大洗町無線放送更新基金

(現金)

1l，539m' 

9，247千円

310，963千円

5，077千円

1，000千円

5，595千円

(昭和56年度末)

基



昭和57年10月1El ~~ ら議3お事苦(5)第130号

住みよい生活環鏡の整備

経済基盤の纏立と産業の騒興

h
p
大
貫
集
ら
く
セ
ン
タ

i

鋼
大
洗
港
建
設
事
業

4込町道排水及び舗装事業

験
役
場
昼
休
み
業
務
の
開
始V 第一中学校ナイター施設

~剣

神
山
集
Lつ
〈セ
J〆

タ

竹内宏町長

V 掘割廃船処理及び土地造成

町営前原住宅

v 町営ブール

教欝の充実と文化スポーツの披興

母

民謡祉の苑襲

&老人いこいの家無料化

ふ大洗文化センター

の
関
年
簡
の
あ
ゆ
み

昭
和
田
年

ロ
同
月
ロ
月
ロ
日
、
役
場
に
初
登
庁
、
竹
内
宏
大
洗
町
長
に
就
任
。

ロ
月
竹
内
町
長
、
初
の
議
会
を
招
集
。

昭
和
日
年

1
丹
南
中
学
校
防
音
改
造
工
事
完
成
。

2
月
大
賞
小
学
校
屋
内
運
動
場
完
成
。

2
月
町
営
松
ケ
丘
住
宅
完
成
。

3
月
一
中
グ
ラ
ン
ド
用
地
購
入
。

3
月
海
門
橋
の
無
料
化
。

4
月
老
人
い
こ
い
の
家
無
料
化
。

4
月

大

洗

U
H
F中
継
局
(
民
放
4
社
)
開
局
。

5
月
大
洗
港
重
要
港
湾
に
指
定
。

7
月
大
洗
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
完
成
。

日
月
前
議
会
議
員
一
般
選
挙
。

日
月
堀
割
廃
船
処
理
及
ぴ
土
地
造
成
工
事
務
手
。

日
月
町
営
火
葬
場
完
成
。

昭
和
田
年

3
月
役
場
向
性
一
休
み
業
務
の
開
始
。

3
月
第
一
中
学
校
柔
剣
道
場
完
成
。

3
月
堀
割
廃
船
処
理
及
ぴ
土
地
造
成
工
事
完
成
。

3
月
第
一
中
学
校
ナ
イ
タ
ー
地
設
完
成
。

6
同
月
小
沼
酋
之
助
氏
寄
贈
に
よ
る
動
く
盟
書
館
「
ひ
ま
わ
り
号
」
業
務
開

ム口。
4
M
 

7
月
町
営
プ
j
ル
完
成
。

7
月
町
営
前
原
住
宅
完
成
。

9
月
町
民
福
祉
パ
ス
運
行
開
始
。

日
汚
大
洗
町
お
潤
年
記
念
前
町
民
運
動
会
開
催
。

昭
和
部
年

3
月
町
民
会
館
起
工
。

3
月
神
山
手
わ
く
セ
ン
タ
ー
ゥ
弔
問

3
月
大
賞
集
ら
く
セ
ン
タ
ー
完
成
。

8
月
中
央
公
民
館
・
漁
村
セ
ン
タ
ー
起
工
。

日
月
原
子
力
発
電
施
設
等
周
辺
地
域
交
付
金
制
度
で
二
戸
当
り
三
百
円
の
電

気
料
金
が
補
助
。

日
月
し
尿
処
理
場
起
工
。

昭
和
訂
年
町
民
会
館
・
漁
村
セ
ン
タ
ー
-
中
央
公
民
館
の
愛
称
「
大
洗
文
化
セ
ン

タ
ー
」
に
決
ま
る
。

漁
村
セ
ン
タ
ー
完
成
。

町
営
前
原
住
宅
及
び
集
会
所
完
成
。

堀
割
地
区
児
童
公
園
完
成
。

大
洗
町
名
誉
町
民
条
例
可
決
及
び
悶
意
。

一

五

大

洗

町

長

加

藤

清

氏

県

議

会

議

員

小

橋

五

朗

氏

参

議

続

議

員

郡

祐

一

氏

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
完
成
。

町
民
挙
げ
て
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
祝
賀
行
事
。

磯
浜
海
水
浴
場
、
新
浜
に
「
磯
浜
・
大
貫
海
水
浴
場
」
と
し
て
開
設
。

逃
報
「
お
お
あ
ら
い
」
発
行
開
始
。

月
3 
月
3 
月
3 
月
6 
月

6 
月
6 
月
7 
月
9 
月
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原
子
力

設
の
見
学
会

〈
募
集
〉

日
月
初
日
は
砂
原
子
力
の
日
ー
で
す
。

身
近
に
あ
る
原
子
力
施
設
を
、
皆
さ
ん
の
自
で
確
か
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

町
で
は
、
一
般
町
民
の
皆
き
ん
を
対

象
に
、
来
る
日
月
回
目
(
火
)
に
次
に

よ
り
、
原
子
力
施
設
の
見
学
会
を
笑
施

い
た
し
ま
す
。

原
子
力
に
対
す
る
正
し
い
認
識
と
理

解
を
深
め
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

コい

O
日
時
日
月
出
臼
(
火
)

9
時
却
分
か
ら
凶
時
却
分
ま
で

O
募
集
人
員
約
判
名

O
見
学
協
設

原
研
・
大
洗
研
究
所

動
燃
・
大
洗
工
学
セ
ン
タ
ー

東
北
大
・

J
M
T
R利
用
施
設

日
本
核
燃
料
開
発

K
-
K

O
参
加
費
無
料
(
昼
食
は
用
意
し

ま
す
。
)

O
申
込
先
大
洗
町
役
場
・
広
報
公

聴
室
電
話
的
5
1
1
1
(
代
)

(
内
線
)
却
・
け
悦

~'\ 

愛
犬
家
の
み
な
さ
ま
へ

狸
犬
占
病
予
関
注
射
攻
、
び
登
録
に
つ
い
て

昭
和
町
年
度
第
2
由

自

の

狂

犬

病

予

料

金

肪
注
射
及
ぴ
登
録
を
左
記
の
通
り
行
な
注
射
料
金
一
、
七

O
O円

い
ま
す
の
で
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。
注
射
済
票
交
付
手
数
料
一
ニ

O
O円

な
お
、
当
日
予
紡
注
射
を
受
け
る
際
登
録
手
数
料
二
、

0
0
0円

犬

に

異

常

の

あ

る

場

合

は

、

担

当

獣

医

計

四

、

0
0
0円

に
申
し
出
下
さ
い
。
当
日
都
合
に
よ
て
(
但
し
、
驚
録
手
数
料
に
つ
い
て
は

り
登
録
及
ぴ
注
射
が
受
け
ら
れ
な
い
愛

4
月
J

9
月
に
査
録
し
て
あ
る
場
合

犬
家
の
方
は
役
場
衛
生
課
に
御
連
絡
下
は
不
用
で
す
。
)

き
い
。

(
T
E
L
6
・
1
0
1
0
)

らあ議皆お昭和57年10月1S 

暮らしを明るくするだめの

r行政相談』のお知らせ(無料@秘密〉
茨城行政監察局

水戸市北見町 1-11

TEL水戸 (21)3347

役所の仕事

惨説明になっとくできない。

惨このようにしてほしい。

惨処理がまちがっている。おそい。

惨どうすればよいか分らない。

惨不親切な扱いをうけた。

など苦情や要望などをお持ちの方は、気較に地元

の行政相談員か行政監察局へご相談下さい。

。たとえ拭

登記、間税、年金、生活保護、環境衛生、農地、道路、河

川、建築、公害、その他一般許認可など。

また、国鉄、電電、専売、公団、公庫、事業由等のことに

ついての相談。

。相談の申出は

直接、口頭で申し出られるのがよいのですが、手紙や電話

でも結構です。

つい

郵
便
受
箱
設
置
の
ご
協
力
を
F
-

郵
便
局
で
は
、
皆
様
の
大
切
な
お
手

紙
を
安
全
正
確
に
、
い
ち
早
く
お
届
け

す
る
よ
う
最
大
の
努
力
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

郵
便
受
箱
が
あ
り
ま
せ
ん
と
、
お
留

守
の
場
合
は
大
切
な
お
手
紙
を
配
達
で

き
な
か
っ
た
り
、
戸
や
窓
の
す
き
間
か

ら
お
手
紙
を
差
し
入
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
粉
失
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
雨
の
認
に
は
ぬ
れ
た
り
汚
れ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
て
お
り
ま
す
が
、
お
手
紙
を
保

護
す
る
よ
か
ら
も
、
是
非
と
も
郵
便
受

箱
を
お
取
り
付
け
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
郵
政
省
襟
準
規
格
の
郵
便
受

穏
を
ご
希
望
の
ご
家
庭
は
お
申
込
み
く

だ
さ
れ
ば
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

事自

一
、
九
O
O円
で
す
。

今
年
か
ら
由
寿
者
に
も
贈
ら
れ
る

敬
老
の
臣
簡
易
保
験
か
ら
記
念
品

。
白
寿
者
(
九
十
九
歳
)
に
飾
血
記
念
品
の
贈
呈
は
、
長
年
に
わ
た
る
街

。
米
寿
者
(
八
十
八
歳
)
に
、
湯
呑
易
保
険
郵
便
年
金
事
業
へ
の
こ
協
カ
に

簡
易
保
険
は
創
業
以
来
、
ラ
ジ
オ
体
感
謝
す
る
と
共
に
長
寿
を
祝
い
、
敬
老

操
、
保
養
セ
ン
タ
ー
、
加
入
者
ホ

i
ム
の
気
風
を
社
会
的
に
育
て
よ
う
と
す
る

等
加
入
者
福
祉
制
度
の
充
実
に
カ
を
注
趣
旨
で
す
。

い

で

き

ま

し

た

。

大

洗

町

で

は

、

米

寿

者

三

十

一

名

に

白
寿
者
、
米
↑
持
者
(
い
ず
れ
も
加
入
記
念
品
を
大
洗
郵
便
局
か
ら
届
け
ま
し

者
で
な
い
者
を
含
み
ま
す
)
に
対
す
る
た
。

昭和57年10月22日(金) 午後 1 時~3 時

大洗町役場 1踏会議室

相談呂

場所

夜
一
)

現
一
一
%

日
付
一

f
L

M
一
率楢

崎

大洗町における交通事故の発生状況

体
力
づ
く
り

婦
人
ス
ポ
ー
ツ
教
室

家
庭
婦
人
の
生
活
の
中
に
、
ス
ポ
ー

ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
、

健
全
な
社
会
体
脊
を
過
し
て
、
健
康
増

進
と
、
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
は
か

り
、
明
る
く
楽
し
い
生
活
が
送
れ
る
よ

う
教
室
を
開
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
下
さ
い
。

。
、
主
催
大
洗
町
教
育
委
員
会

。

臼

時日月
四
日
(
木
)
、
日
月
お
臼
(
木
)

ロ
月
2
8
(
木
)
、
ロ
月
9
日
(
木
)

増減数前年同期年本

12.5(ム33.3)l(ム30)8( 90) (60) 9 

66.7) 

ム36.4(ム26.9)

※( )内は累計を示す。

“毎月1日iま主主通安全の日"

発生件数

2) 

ム4(ム32)

3) 

11(119) 

午
後
l
時
却
分
l
3
時
却
分

。

会

場

中

央

公

民

館

。

内

容
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

フ
ォ

i
ク
ダ
ン
ス
、
そ
の
他

。
参
加
資
格
と
定
員

一
般
家
庭
婦
人
先
着
却
名

。
指
導
者
大
洗
町
体
脊
指
導
員
等

。
申
込
方
法

大
洗
町
教
育
委
員
会
へ
叩
月
初

日
迄
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

( 5) 

(87) 

2 

7 

死者数

負傷者数

電話料金計算と度数料

一一一度数と電話をかけた回数は違い

ます一一

度数言十は電話をかけるたびに、通話先との距離に応

じて定められた秒数ごとに l度数を記録します。区域

内通話なら 3分(180秒)ごと、隣接区域内通話なら80

秒ごと、区域外逸話は距離に応じて定められた秒数

(例えば大洗ー福i荷なら 3秒)ごとに 1度数です。つ
まり電話料金は電話をかけた回数でなく、度数計のま

わった回数で計算されます。

[大洗局から区域内通話となる局名 水戸棚 l
那珂湊・東海・茨城・那T可・予言北・}:s.連・常澄・内原・桂j

隣接区域は水戸区域周辺の

地域で常陸太田・日立・石岡・

主主問・岩瀬・鉾田および常i媛

大宮の各局が該当します。

大洗電報電話局

“あな定が築く突通安全"
ダイヤルは
記憶にたよらず工E確に

11 11 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 
月/ 

震の献盟運動
/ / / / / / / / / / / / / / / 
4 2 29 28 26 25 21 19 19 18 15 13 12 7 5 臼

寺L 機 ワ生 ワ生 機 機 ワ生
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事
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周
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ンオ ンオ

{亙
児 カ

復
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接予防j 
健

後主 時場期
罰11
投与 投与

~)II 相 言111 t立 相 言11 言111、ソ
名

援催 問所目
ま告 練 事量 言東 きロかク 出車 与 言主 種 ク 手車 三色 t東

生生
者する害者i寧
生
生後 す害障 i荷 満 する答障 主主

J荷 生 成
者する者障害
主主生 す害障

大大王子午崩 10 後後 f主 後 f長

病者人患

後後
者る者 歳 者る者

洗後前松月
7 2 3 3 歳 7カL 、者者 3 歳 24 7 2 

対カカ で カ カ で児 で 力 児 カ で カカ で
洗ラのの公 7 月月 護月 月

機目E
誕 月

吉機図E 
月 誕 月

機能回 月lR l 能機イ部部民 B I I 生 (J) 生 及

町オ 1 9館末 8 3 
復習回11 

18 18 
復回
日 誕 18 日 48 Uど 8 3 

復回訓練b 

象力カ カ 力 生 f夏 カ カ
f郡里l 
カカ

ン時時前) 月月 月 月 ヨ11
達し 日

司11 月
達し 月未

時空 月月
ズ 3030 グ〉 σ7

練を
(J) (J) 

練を 練を
(J) {主

練を
。コ σ〉

ノノ一J、ノノ一J、 者者 者 者 fこ 達 者 fこ I満 民 者者 者
必 必者

者アしこ
必、 者 。〉 必 必

ク l 要 要 要 者 要 要
ラ 3 12 と と と と と

ブ時時
1 1 1 9 9 1 9 1 9 l 1 9 l 1 

30 30 2 a寺 2 a寺 2 a寺 2 s寺11時 lls寺 2 a寺11 時 2 a寺11担寺 2 a寺 2 a寺 II時 2時 2時
付El| 分分 野寺 15 時00時 15H寺15日寺00時00時 15時00H寺15時00時 15H寺15時00時15待。。

15分 30分 15分 15分 30分 30分 15分 30分 15分 30分 15分 15分 30分 15分 30分
分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

キ
ッ
チ
ン
カ
i
Cよ
る
料
理
講
留
会

最
近
の
食
生
活
が
多
様
化
し
、
そ
の
た
め
に
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し
、

太
っ
た
子
、
ひ
弱
な
子
、
貧
血
者
等
を
生
み
出
す
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
お
母
さ
ん
の
心
の
こ
も
っ
た
手
づ
く
り
の
食
事
を
作
る
事
で
す
。

今
回
当
地
区
に
於
て
キ
ッ
チ
ン
カ

i
(栄
養
指
導
事
)
に
よ
る
料
理
指
導
を
栄
養

士
さ
ん
に
よ
り
実
演
し
ま
す
の
で
、
多
数
御
参
加
下
さ
い
。

。
日
時
計
年
目
月
初
日
(
水
)

。
場
所
原
研
住
宅
生
協
前
9
時
泊
分
よ
り
日
時
却
分
迄

松
ケ
丘
住
宅
集
会
所
前
午
後
1
時
却
分
よ
り
3
時
却
分
迄

※
味
噌
汁
の
塩
分
測
定
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
朝
食
の
味
噌
汁
を
牛
乳
瓶
2
す

程
、
よ
く
か
き
ま
ぜ
て
、
汁
の
み
お
持
ち
下
さ
い
。

第

8
田
(
入
場
無
料
)

大
洗
高
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

昭
和
町
年
叩
月
口
日
午
後

2
時

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ

l
ル

。
シ
」
O
と
こ
ろ き


